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「読み物資料を用いた道徳の授業と

国語科による文学教育との関連性に関する研究」
１．研究動機

現場の声として、国語科の先生方からは 「今日の国語の授業は道徳みたいだった 「い、 」

つまでたってもこの作品が終わらない、ドロ沼状態だ」という言葉を、特に文学作品を扱

。 、 （ ） 、っているときに聞くことがある また 担任の先生方 さまざまな教科の先生方 からは

「今日の道徳の授業は国語みたいだった 「読み物資料を扱うとどうして国語の時間のよ」

うな読み取りみたいになるんだろう」などという言葉を耳にすることも珍しくない。

「 」 「 」 、 、道徳 と 国語 の関係が このような形で直観的に捉えられている現状を踏まえて

そこに含まれている問題を明らかにしてみたいというのが本論文の動機である。

２．研究手続き

研究の手続きとしては、

①「読み物資料」が道徳授業の主たる資料となった過程、資料のもつ特質等を、過去の

学習指導要領・学習指導書を基に、道徳授業において「読み物資料」が主たる資料と

して定着してきた理由について探究する。

②国語科における「文学教育」を、文部省学習指導要領・学習指導書を基に検証しなが

ら、現在の国語科における「読むこと」の授業の実態を検証する。

③国語科の授業をしていながら道徳の授業のようになってしまったり、道徳の授業であ

、 。りながら国語科の授業のようになってしまう原因を 授業研究を基に検証・考察する

これらのことを検証していく中で、国語科教育における文学作品の扱い方、道徳におけ

る「読み物資料 （特に文学作品）の扱い方を探っていきたいと考える。さらには 「文」 、

学作品」を通しての国語科教育と道徳教育の相互交流を図る学習活動への糸口を探ること

ができればと考える。
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終わりに

４．道徳の現状 「道徳教育推進状況調査」平成 年度・文部科学省より15
【道徳の時間の授業数 （平成 年度実績） ※中学校年間標準時数 時間】 14 35
時間以上 ％35 59.1
～ 時間 ％20 30 39.9
０～ 時間 ％19 0.9

【授業で用いられる資料】

90.4%①「心のノート」

70.8%②民間の教材会社で開発・刊行した読み物資料

69.6%③新聞記事

DVD 16 TP 66.3%④映像ｺﾝﾃﾝﾂ(ﾃﾚﾋﾞ放送､ﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟ､ ､ｽﾗｲﾄﾞ､ ﾐﾘﾌｨﾙﾑ､ ｼｰﾄ等）

56.6%⑤書籍・雑誌（随筆、評論、小説、詩、伝記等）

49.4%⑥文部科学省（旧文部省を含む）で開発・刊行した読み物資料

48.8%⑦都道府県や市町村教育委員会において開発・刊行した読み物資料

５．学習指導要領より

平成元年度版学習指導要領（平成 年 月施行） （下線は日向、以下同じ）4 4

第１ 目標

国語を正確に理解し適切に表現する能力を高めるとともに、思考力や想像力を養い

言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。

平成 年度版学習指導要領（平成 年 月施行）10 14 4

第１ 目標

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、

思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する

態度を育てる。



６．道徳と文学教育のアプローチ相関図

道徳資料 文学作品

情的感動 価値の直観的把握

とらえ直し・意味づけ

主人公の生き方をとらえ直し、意味づける

道徳的アプローチ 国語的アプローチ

①道徳的状況の事実認識 補充・深化・統合 ①言葉や表現、文章及び文章

構造の認識

【言語教育の分野】

②主人公の行為の道徳的 浸透・還元 ②主人公の生き方に対する

価値に対する認識 理解・認識

知的感動 問題意識の発生

道徳性を高める 作品としての価値を高める

人間とは何か・いかにして生きるべきか

７ 「文学作品」を通しての国語科教育と道徳教育の相互交流を図る学習活動．

国語科教育 …… ◎言語教育 〈読書活動〉

「文学作品」を通しての生き方教育

道 徳 教 育 …… 教育活動全体

道徳授業

横断的な学習活動 プログラム化


